(趣旨 ) 


第 1 条 





工事 の 名 称 
工事 の 場所 
2 農業 土木 工 





圭 





この 仕様 
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記 仕様 


三 | 








[== 
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は 、 岩手 県 農林 水産 部 制定 「 農 業 土木 工事 共通 仕様 書 」 に 定め る も の の ほか 、 
次 の 工事 (以下 「 工 事 」 と いう 。) の 施工 に つい て 、 必 要 な 


























事項 を 定め る も の と する 。 











経営 体育 成 基 盤 整 














奥州 市 胆沢 南都 田 





























共通 仕様 書 は 、 下 記 ホ 








備 事業 欺 ノ 窪地 区 第 21 号 工事 
地内 
ー ム ペー ジ を 参照 の こと 。 








https://www. pref. iwate. jp/sangyoukoyou/nouson/gi jutsujouhou/1008861. html 




























































































(優先 順位 ) 

第 2 条 この 工事 に お ける 仕様 書 の 優先 順位 は 、 次 の と お り と する 。 
(1) 特記 仕様 書 

(2) 農業 土木 工事 共通 仕様 書 

(施工 管理 ) 

第 3 条 受注 者 は 、 岩 手 県 農林 水産 部 制定 「 農 業 


う 。) に 基づい て 施 
2 受注 者 は 、 管 理 基準 に 定め の な い 項 











を 























生理 を 行う も の と する 。 


木工 事 施 工 逢 











理 基準 」( 以 下 「 管 








則 


理 基 浴 | と い 











行わ な けれ ば な ら な い 。 











3 農業 土木 工事 施 





を 時 中 












































で あっ て も 、 監 督 職 員 が 必要 と 認め た 場合 に は これ を 











代理 基準 は 、 下 記 ホ ー ム ペー ジ を 参照 の こと 。 


https://www. pref. iwate. jp/sangyoukoyou/nouson/gi jutsu jouhou/1008862. html 


(施工 計画 ) 


第 4 条 施工 計画 は 





nr =~ 




















特に 畠 夫 
な い 。 


(追加 工種 ) 

















第 5 条 受注 


者 は 












































、 設 計 変 更 が 生じ 、 
員 か ら 指 示さ れ た 場合 は 、 こ れ に 応ずる も の と する 。 


、 現 場 状 況 を 精査 の うえ 、 作 成す る こと 。 
の 配置 に つい て は 十分 に 留意 し て 計画 を 策定 し 、 監 督 職 員 の 承諾 を 得 な けれ ば な ら 















































き ミル 倒 
EXE 

















変更 に 必要 な 測量 、 











数 量 計算 及び 区 




















作成 等 を 監督 職 









































































































































な お 、 そ の 経費 に つい て は 、 別 途 協議 の 上 、 設 計 変 更に 計上 する 。 
(工期 ) 
第 6 条 この 工事 の 完成 期限 は 、 令 和 4 年 6 月 30 日 まで と する 。 
(施工 年 度 区 分 ) 
第 7 条 この 工事 に お ける 工種 ご と の 施工 年 度 と その 区 分 は 次 表 の と お り と する 。 
施工 年 度 各 工 種 の 施工 年 度 と その 区 分 期 限 
暗 朱 排 水 工 A=9.6 ha 
会 芋 - 会 年 
令 和 3 年度 補助 吐 注 工 i き 析 4 年 3 月 18 日 
整地 工 A= 9.2 ha 
会 記 還 会 年 
令 和 4 年 度 産業 廃棄 物 処理 1 式 信和 4 年 6 月 30 日 
な お 、 令 和 4 年 4 月 20 日 まで に 水稲 作付 けが 可能 と な る よう 整地 工 を 完了 する も の と する 。 


(工期 内 の 休日 等 ) 
第 8 条 工期 に 見 込ん で いる 休日 等 に は 、 日 曜日 、 祝 日 、 年 末年 始 休暇 の 他 、 作 業 期間 の 全土 曜 
日 を 含ん で いる 。 
2 工期 に は 、 休 日 等 の 他 、 降 水 等 に よる 作業 不能 日 数 を 月 4 日 見 込ん で いる 。 
3 受注 者 は 、 次 の いずれ か に 該当 する 場合 、 契 約 書 別記 第 23 条 の 規定 に 基づき 、 工期 の 延長 を 
発注 者 へ 請求 する こと が で きる 。 
な お 、 変 更 後 の 工期 に つい て は 、 発 注 者 と 協議 の うえ 決定 する も の と する 。 
(1) 降雨 等 に より 、 作 業 不能 日 数 に 大 幅 な か い 離 が 生じ た 場合 
(2) 建設 資 機材 や 作業 員 不 足 に 起因 し 、 工 期 内 に 工事 を 完成 する こと が で き な い 場合 












































































































































(設計 内 容 の 照査 ) 
第 9 人 条 受注 者 は 、 設 計 図 書 に つい て 十分 に 照査 を 行い 、 条 件 変更 等 を 発見 し た と き は 直ちに 発 
注 者 へ 通知 し 確認 を 得 な けれ ば な ら な い 。 

な お 、 次 の よう な 場合 に は 監督 職員 に 提案 する も の と する 。 
(1) 他 の 工法 等 に より コス ト 縮 減 が 可能 な 場合 
(2) 機能 を 損なわ ず 、 よ り 効 率 的 な 構造 で の 施工 が 可能 な 場合 

































































(関連 工事 ) 

第 10 条 この 工事 は 下記 の 工事 と 密接 に 関連 する 箇所 が あり 、 下記 工 事 完了 後に 着手 する 場 
合 が ある た め 、 監 督 職員 及び 下記 工事 の 責任 者 と 十分 連絡 、 協 議 し 、 各 々 の 工事 に 支障 
が 生じ な いよ う 調 整 し な けれ ば な ら な い 。 


































































































工事 名 工期 発注 機関 


dg 


























令 和 3 年 9 月 て 中 手 県 
令 和 4 年 6 月 (予定 ) 人 22 


























HY 


経営 体育 成 基盤 整備 事業 区 ノ 窪地 区 第 22 号 工 ヨ 



































第 11 条 この 工事 の 施工 場所 に お ける 土質 は 、 粘 性 土 と 想定 し て いる 。 

















(設計 図書 の 変更 ) 
第 12 条 現場 状況 に より 、 施 工 条 件 が 設計 図書 と 異な る 場合 は 、 変 更 す る こと が ある 。 
な お 、 変 更に 該当 する 主 な 事項 は 次 の と お り で ある 。 
1) 掘削 土 の 土質 
(2) 転石 又は 湧 水 の 出現 
(3) 表土 が 不足 する 場合 
(4) 地下 埋設 物 (埋蔵 文化 財 を 含む ) の 出現 
(5) 仮設 工 で 必要 が 認め られ る 場合 
(6) 第 三 者 と の 協議 結果 に 伴う 場 合 
(7) 他 省 庁 又は 施設 管理 者 と の 協議 結果 に 人 
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(東日本 大 震 炎 津波 に 伴う 工事 契約 変更 の 特例 ) 
第 13 条 この 工事 は 、 別 紙 に 示す 東日本 大 岩 災 津 濾 発 災 以 降 の 工事 契約 変更 に 係る 特例 措置 が 適 
用 され る 。 












































(工事 測量 ) 
第 14 条 受注 者 は 、 工事 の 施工 に 使用 する 「 任 意 の 測量 標 」 を 設置 し た と き は 、 速やか に 工事 測 
量 成果 表 を 提出 し 、 監 督 職 員 の 確認 を 受け な けれ ば な ら な い 。 






















































































中 | 











(第 三 者 に 対す る 措置 ) 

第 15 条 受注 者 は 、 工事 の 施工 に 先立ち 、 工事 用 地 又は 地区 境界 等 の 工事 施工 範囲 を 確認 し な け 
れ ば な ら な い 。 

な お 、 確 認 に 当たっ て は 、 別 途 監督 職員 が 提示 する 用 地図 又は 地区 境界 

いる 境界 杭 等 の 位置 を 精査 ・ 照 合 し な けれ ば な ら な い 。 

2 受注 者 は 、 前 項 の 精査 ・ 照 合 の 結果 、 境界 杭 等 の 亡失 を 確認 し た 場合 は 、 境界 杭 等 を 復元 し 、 

監督 職員 の 確認 を 受け な けれ ば な ら な い 。 

3 騒音 ・ 振 動 等 の 発生 を 伴う 作業 に つい て は 、 そ の 対策 に 十分 配慮 する と と も に 、 関 係 法規 を 
遵守 し 、 地 域 住 民 と の 協調 を 図っ た うえ で 、 工 事 の 円 滑 な 進捗 に 努め な けれ ば な ら な い 

4 受注 者 は 、 国 道 、 県 道 及 び 市 町 村 道 上 又は これ に 近接 し て 工事 施工 する 場合 に は 、 出 入口 に 
交通 誘導 警備 員 を 配置 し 、 交 通 安 全 に 万 全 を 期 さ な けれ ば な ら な い 。 
な お 、 配 置 する 交通 誘導 警備 員 の 資格 等 に つい て は 、 第 19 条 第 2 項 に よる も の と する 。 
また 、 取 付 道路 工 、 道 路 横 断 工 は 、 仮 設計 画 を 作成 し 、 発 注 者 か ら 承 諾 を 得る と と も に 、 道 
路 管理 者 及び 公安 委員 会 等 、 関 係 機関 の 承認 又は 許可 を 得 た うえ で 、 着 工 す る も の と する 。 
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(建設 副産物 ) 
第 16 条 この 工事 で 発生 する 建設 副産物 に つい て は 、 次 表 に 示す 産業 廃棄 物 処理 場 へ 運搬 処理 す 
る も の と し て 運搬 費 及 び 処 理 費 を 見 込ん で いる 。 処理 先 を 指定 する も の で は な い が 、 受 注 者 は 、 
建設 副産物 の 処理 委託 業者 が 決ま り 次 第 、 監督 職員 に 処理 委託 業者 を 報告 し 、 該当 する 副産物 
の 処理 資格 を 有する 証明 書類 を 提出 し な けれ ば な ら な い 
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また 、 運 搬 委託 する 場合 に も 、 運 搬 資 格 を 有する 証明 書類 を 提出 し な けれ ば な ら な い 。 
副産物 名 搬入 再 資源 化 施設 名 搬入 場所 
廃 プ ラス チッ ク ( 有 ) 共同 産業 胆沢 郡 金 ケ 崎 町 西根 街道 下 49-3 





































































































2 再生 資源 利用 (促進 ) 実施 書 に は 、 処 理 伝票 の 写し (マニ フェ スト 等 ) 及び 処理 状況 写真 を 
添付 する こと 。 








(工事 用 資材 ) 
第 17 条 この 工事 で 使用 する 材料 は 、 使 用 前 に 試験 成績 書 、 見 本 又は カタ ログ 等 を 提出 し 、 
監督 職員 の 承諾 を 得 お な けれ ば な ら な い 。 
2 受注 者 は 、 岩 手 県 再生 資源 利用 認定 製品 の 積極 的 な 利用 に 努め る も の と する 。 
「 岩 手 県 再生 資源 利用 認定 品 」 に つい て は 、 下 記 ホ ー ム ペー ジ を 参照 の こと 。 
https://www. pref.iwate. jp/kurashikankyou/kankyou/seisaku/nintei/index.html 











































































































(施工 段階 確認 





















































第 18 条 この 工事 の 施工 段階 確認 は 、 次 表 の 確認 時 期 ・ 頻 度 (一 般 監 督 ) に より 行う も の と する 。 
な お 、 確 認 時 期 に つい て は 、 監 督 職員 の 指示 に より 変更 する 場合 が ある 。 
2 受注 者 は 、 施 工 段階 確認 を 受け よう と する と き は 、 事 前 に 監督 職員 に 施工 段階 確認 願い ( 立 


































































































































































































会 願 ) を 提出 し な け NN 
また 、 確 認 後 は 打合せ 邊 等 に より 確認 記録 を 提出 する こと 。 
3 受注 者 は 、 次 表 に 示す 以外 の 工種 に つい て 、 受 注 者 が 自主 的 に 行っ た 検査 の 記録 を 監督 職員 
が 求め た 場合 に は 、 こ れ に 応じ な けれ ば な ら な い 。 
ー ee 確認 時 期 ・ 頻 度 
工 種 確認 内 容 (一 般 牙 橋 ) 備考 
初期 施工 段階 の 1 本 で 、 その 上 下流 端 の 2 箇 
早 決 吸水 朱 | 布設 深 、 間 隔 | 所 (た だ し 、1 本 の 布設 延長 が 100m 以 上 の 場 
日 に 合 点 > ー ん デー ビ 
meme は 中 間 点 を 加え た 2 3 箇所 ) 人 
集 水 漆 | 布設 深 初期 施工 段階 で 1 箇所 
(交通 安全 管理 ) 
第 19 条 この 工事 の 施工 に 当たっ て は 、 過 積載 の 取締 規定 の 整備 及び 六 則 等 に 関す る 道路 交通 法 
の 改正 (平成 5 年 法律 第 43 号 、 平 成 6 年 5 月 10 日 施行 ) に より 、 ダ ンプ カー の 過 積 載 防止 措 
置 等 法令 遵守 の 徹底 を 図る も の と する 。 


1) 施工 に 














(2) 作業 員 等 に 











先立ち 、 作 成す る 施工 計画 書 
督 職員 に 提出 する も の と する 。 
対し 、 過 積載 防止 の た め の 教 育 を 徹底 させ る こと 。 





2 受注 
a 





者 は 、 





























主催 











する 建設 工事 の 事故 




















に 過 積 載 の 防止 措置 等 の 具体 的 な 計画 を 作成 し 、 監 





























交通 誘導 警備 員 に つい て 、 警備 業法 施行 


規則 第 38 条 に よる 教 建設 3 











防止 の た 








育 の 履歴 者 、 
め の 安全 講習 会 の 受講 者 、 あ る い は 交通 誘導 警備 

















f 業 




















務 に 係る 検定 (一 級 又は 二 級 ) の 合格 者 を 


等 、 確 認 で きる 資料 を 
E 者 は 、 


(1) 受 沿 





する 規則 











監督 職員 






































配置 する も の と し 、 教 育 の 実施 状況 、 受 講 証 の 写し 
に 提出 する も の と する 。 
交通 誘導 警備 業務 を 警備 業務 者 に 委託 し た 場合 、 























か つ 、 警 備 員 等 の 検定 等 に 関 





(A 




















府県 公安 委員 
現場 ご 
る も の と し 、 


会 が 認 





me 


a 





F 成 17 年 国家 公安 委員 会 規則 第 20 号 ) 第 2 条 の 表 の 5 の 項 の 規定 
E し た 路線 に お いて 交通 誘導 を 行う 場合 に あっ て は 、 























(被災 農林 漁家 の 優先 雇用 ) 


第 20 条 
9 月 
る よう 








受注 


























と に 必ず 交通 誘導 警備 業務 に 係る 検定 (一 級 又は 
合格 証明 書 の 写し を 監督 職員 に 提出 





者 は 、 工 事 の 施工 に 当たっ て は 














に 発生 











し た 台風 10 号 等 の 被災 地域 に お 

努め る も の と する 。 

2 受注 者 は 、 被 災 農 林 漁 家 の 雇 
っ た 場合 は 、 速 や か ! 








IX 











用 予定 人 数 及び 雇 / 
に 報告 する も の と する 。 














ms 


こよ り 都 道 
交通 誘導 を 行 
二 級 ) の 合格 者 を 1 人 以上 配置 
する も の と する 。 








4 






































、 効 率 的 な 施工 に 配慮 し つつ 、* 
お ける も 


E 成 28 年 8 月 か ら 
災 農 林 漁 家 の 就 労 希 望 者 を 優先 的 に 雇用 す 



























































H 実 績 人 数 に つい て 、 監 督 職 員 か ら 請 求 が あ 











(工事 写真 に お ける 黒板 情報 の 電子 化 ) 
第 21 条 本 工事 は 、 工 事 契 約 後 、 監 督 職 員 の 承諾 を 得 た 上 で 工事 写真 に お ける 黒板 情報 の 
電子 化 対象 工事 と する こと が で きる 。 

2 工事 写真 に お ける 黒 
を 実施 する も の と する 。 
使用 する 機器 ・ 
受注 者 は 、 黒 板 f 
う 。) は 、「 農 業 土 木工 事 施工 管 下 





(1) 



























































報 の 電子 化 に 必要 な 機器 ・ 
別表 第 2 撮影 記録 に よる HH 









































示す 項目 の 電子 的 記入 が で きる も 
べき 暗号 の リス ト (CRYPTREC 上 
html」) に 記載 する 基準 を 
用 する も の と する 。 


(2) 


ア 黒板 情報 の 電子 1 
イ 受注 者 は 、 黒 板 1 


(3) 


ア 


(4) 


機器 等 の 導入 




























































































れ ば な ら な い 。 





黒板 情報 の 電子 的 
受注 者 は 、(1) の 機 
電子 画像 と し て 同時 
イ 黒板 情報 の 電子 化 を 行う 場合 は 、 従 来 型 の 黒板 と 混 
高温 多湿 、 粉 じしん 等 の 現場 条件 に より 機器 等 の 使 






























































な い 。 

















な お 、 填 板 情報 の 電 
影 す る 必要 は な い 。 





信 潤 性 確認 


受注 者 は 、 工 事 成果 品 の 提 H 





























ソン フト ウェ ア 等 (以下 「 機 
































し に 必要 な 機器 等 は 、 受 注 者 が 準備 する も の と する 。 


















































いて 工事 写真 を 撮影 


区 示 ン 


ES の の の の 





する 場合 は 、 被 写 体 と 軒 






































在 き させ て は な ら な い 。 た だ 





















































は 、 従 




















| が 


来 弄 


H 時 に 黒板 情報 を 電子 化し た 写真 を 信二 














EF な 場合 は 、 こ の 











の 黒板 を 写し 込ん た 











板 情報 の 電子 化 を 利用 する 場合 は 、 以 下 の (1) か ら (4) に より これ 


eS 
用 管理 」※ に 
の で 、 か つ 、「 電 子 政府 に お ける 調達 の た め に 参照 す 
号 リ スト )」(URL 「https://www.cryptrec.go.jp/hst. 
言 如 性 確認 機能 (改ざん 検知 機能 ) を 有する も の を 使 


電子 化 に 必要 な 機器 等 を 選定 し 、 監 督 職員 の 承諾 を 得 な け 


板 情報 を 


恨 り で は 


撮 


仁 チ ェ ッ クツ ー 


ル (http://www. cals. jacic. or. jp/CIM/sharing/index. html) 又は 、 写 真 管理 ソフ ト 


ウェ ア に 搭載 され た 信 衣 性 チェ ッ ク ツ ー ル を 
上 職 員 へ 提出 する も の と する 。 








(関係 法令 の 遵守 ) 
受注 者 は 、 こ の 工事 に 必要 な 官公 庁 等 に 対す る 申請 及び 諸手 続き を 遅滞 な く 行 わな けれ 
ば な ら な い 。 


第 22 条 


また 、 費 ) 
2 受注 者 は 、 工 











E 者 は 、 


3 受 泊 
























































だ 





















































野生 動植物 の 保護 






































を 必要 と する 場合 は 、 受 注 者 が 負担 する も の と 3 
の 施工 に 当たり 、 
合 、 直 ち に 監督 職員 に 報告 し な けれ ば な ら な い 。 
埋蔵 文化 財 包 蔵 地 又は これ に 近接 し て 工 
査 員 立 会 い の も と 、 埋 蔵 文化 財 包 
手 し な けれ ば な ら な い 。 








ーー 


] い て 信 退 性 確認 を 行い 、 そ の 結 





『 を 行う 場合 、 発 


鹿 上 で 確認 し 、 そ の 範囲 の 境 杭 を 現地 に 明示 し た う 


















































る 。 


十分 注意 し 、 














を 監 


に 発見 し た 場 
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(提出 書類 ) 
第 23 条 RO NR (9 
な お 、 提出 の 手法 に つい て は 、 別紙 「 電 子 納品 特記 仕様 書 [工事 ]」」 に よる も の と する 。 
(1) 施工 計画 書 (工事 着手 前 、 施 工 計画 書 の 内 容 に 変更 が 生じ た 都度 並び に 追加 と な る 
工種 の 着手 前 まで に 提出 する 。) 
(2) 出来 形 管 理 記録 資料 
(3) 現場 写真 (ダイ ジェ スト 版 を 別冊 で 1 部 作成 の こと ) 
i 
( 
( 











































































































































































































5) 材料 承諾 
生生 








( 各 工 種 の 特記 仕様 書 ) 
第 24 条 この 工事 に お ける 各 工 種 の 特記 仕様 書 は 下記 の と お り で あり 、 別 紙 を 参照 の こと 。 
(1) 暗 拘 排水 工 (自動 埋設 型 暗 泌 工 法 (モミ ガラ )) 特記 仕様 書 
(2) 電子 納品 特記 仕様 書 【 工 事 
0 この 工事 の 施工 は 、 岩 手 県 農林 水産 部 監修 「 ほ 場 整備 事業 標準 設計 図 ・ 様 式 集 」 (以下 
ほ場 整備 標準 華 」 と いう ) に 準ずる も の と し 、 は ほ場 整備 標準 図 に 記載 され て いる 図面 は 添 
略す る 。 な お 、 ほ 場 整 備 標準 図 に つい て は 、 下 記 ホ ー ム ペー ジ を 参照 の こと 。 
https://www. pref. iwate. jp/sangyoukoyou/nouson/gi jutsujouhou/1019232. html 


















































































































































(熱中 症 対策 に 資す る 現場 管理 費 の 補正 ) 
第 25 条 本 工事 は 、 熱中 症 対策 に 資す る 現場 管理 費 の 補正 の 対象 と し 、 日 最高 気温 の 状況 に 
応じ た 現場 管理 費 の 補正 を 行う 工事 で ある 。 
2 用 語 の 具体 的 な 内 容 は 次 の と お り で ある 。 
(1) 真夏 日 日 最高 気温 が 30C 以 上 の 日 を い 5。 
(当面 の 間 、「 日 最高 気温 が 28C 以 上 の 日 」 と 読み 替え る 。) 






















































































































































































(2) 工期 
準備 ・ 後 片付け 期間 を 含め た 工期 を いう 。 な お 、 年 末年 始 休暇 分 と し て 12 月 29 日 か ら 
1 月 3 日 まで の 6 日間 、8 月 を 挟む 工事 で は 夏季 休暇 分 と し て 土日 以外 の 3 日 間 、 工 場 

製作 の み を 実施 し て いる 期間 、 工 事 全体 を 一 時 中 止 し て いる 期間 は 含ま な い 。 

(3) 真夏 日 率 以下 の 式 に OS 

真夏 日 率 三 工期 期間 中 の 真夏 日 + 工 } 

3 受注 者 は 、 事 着 手前 に 工事 期間 中 に お ける 気温 の 計測 方 法 及び 計測 結果 の 報告 方 法 を 
記載 し た 施工 計画 書 を 作成 し 、 監 督 職員 へ 提出 する 。 

4 気温 の 計測 方 法 に つい て は 、 施 工 現場 か ら 最寄り の 気象 庁 の 地上 気象 観測 所 の 気温 また 

は 環境 省 が 公表 し て いる 観測 地点 の 暑 さ 指数 (WBGT) を 用 いる こと を 標準 と する 。 
な お 、 WBGT を 用 いる 場合 は 、WBGT が 25 で 以上 と な る 日 を 真夏 日 と 見 な す 。 
た だ し 、 こ れ に より が た い 場 合 は 、 施 工 現場 か ら 最寄り の 気象 庁 の 地上 気象 観測 所 以 

外 の 気象 観測 所 で 気象 業務 法 (昭和 27 年 法律 第 165 号 ) に 基づい た 気象 観測 方 法 に よ 

得 ら れ た 計測 結果 を 用 いる こと も 可 と する 。 

5 受注 者 は 、 監 督 職員 へ 計測 結果 の 資料 を 提出 する 。 

6 発注 者 は 、 受 注 者 か ら 提出 され た 計測 結果 の 資料 を 基 に 工期 中 の 日 最高 気温 か ら 真 夏 日 
率 を 算定 し た 上 で 補正 値 を 算出 し 、 現 場 管理 費 率 に 加算 し 設計 変更 を 行う も の と する 。 

補正 値 (%) = 真夏 日 率 Xx 補正 係数 (1.2) 














































































































































































































































































































































































































































































































(現場 環境 改善 費 ) 





























第 26 条 





現場 環境 改善 * 





の 内 容 は 以下 の と お り と し 、 原 則 と し て 計上 項 





の それ ぞ れ か ら 














1 内 容 以上 選択 し 合計 5 つの 内 容 を 実施 する こと と する 。 た だ し 、 地 域 の 状況 ・ 工 事 内 

















容 に より 組合 せ 、 実 施 項目 数 及び 実施 内 容 を 変更 し て も 良い 。 詳 細 に つい て は 、 監 督 職 





の 








3 


受注 























は 下 











る も の と 


する 。 


員 と 協議 する 。 な お 、 内 容 に 変更 が 生じ た 場合 も 、 監 上 

いか に 示す 内 容 に お いて 、 受 注 者 は 、 具 体 的 な 実施 内 容 、 実 施 期 
め て 監督 職員 に 提出 する も の と する 。 
事 完成 時 に 現場 環境 改善 費 の 実施 状況 が 分 か る 写真 を 監督 職員 に 提出 す 

















職員 と 協議 する も の と する 。 
間 を 施工 計画 書 に 入 






























































計上 項 











実施 する 内 容 ( 率 計 上 分 ) 





仮設 備 関係 





① 用 水 ・ 電 力 


② 緑 化 ・ 花 壇 


③ ラ イト アッ 














④ 見 学 路 及 び 椅 子 の 設置 





等 の 供給 設備 


プ 施 設 














⑤ 昇 降 設備 の 


充実 




















⑥ 環 境 負荷 の 








低減 








① 現 場 事務 所 
② 労 働 者 宿舎 
③ 現 場 休憩 所 


























の 快適 化 (女性 用 更衣 室 の 設置 を 含む ) 
の 快適 化 
の 快適 化 
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④ 健 康 関連 設備 及び 厚生 ヵ 





負 設 の 充実 等 

















① 工 事 標 識 ・ 
② 盗 難 防止 対 
③ 避 甘 (熱中 








照明 等 安全 施設 の イメ ー ジ アッ プ (電光 式 標識 等) 
策 ( 癌 報 機 な ど ) 


症 予 防 ) 防寒 対 策 





























地域 連携 











① 地 域 対策 費 
② 完 成 予想 図 
③ 工 法 説明 較 
④ 工 事 工程 表 
⑤ デ ザイ ン 工 

















(農家 と の 調整 、 地 域 行 事 な ど の 経費 を 含む ) 











事 看 板 ( 各 工 事 PR 看板 含む ) 

















⑥ 見 学会 等 の 
⑧ パ パンフ レッ 
⑨ 社 会 貢献 























開催 (イベ ント な どの 実施 含む ) 
ン フ ォ メ ーション セン ター) の 設置 及び 管理 運営 
ト ・ 工 法 説 明 ビ デオ 






































(法定 外 の 労災 保険 の 付 保 ) 
第 27 条 本 工事 に お いて 、 受 注 者 は 法定 外 の 労災 保険 に 付 さ な けれ ば な ら な い 。 


(週休 2 日 モデ ル 工 事 ) 


第 28 条 本 工事 は 、 岩 手 県 農業 農村 整備 事業 関係 週休 2 日 モデ ル 工 事 試行 要領 (以下 「 試 
行 要 領 」 と いう 。) に 定め る 受注 者 の 希望 に より 週休 2 日 に 取り 組む こと が で きる 工事 


い ー 







































































































































































で ある 。 
2 週休 2 日 の 取組 の 有無 は 、 施 工 計画 書 の 提出 前 に 工事 打合せ 短 で 監督 職員 に 報告 する 
も の と する 。 























な お 、 週 休 2 日 に 取り 組む こと を 理由 に 工期 の 延長 は 行わ な い 。 
3 「 週 休 2 日 」 と は 、 作 業 期間 内 に お いて 以下 に 定め る 現場 閉所 を 行 


行う こと を いう 。 
(1) 完全 週休 2 日 作業 日 数 内 に お いて 土曜 日 、 日 曜日 並び に 国民 の 祝日 に 関す る 法律 


(昭和 23 年 法律 第 178 号 ) に 規定 する 休日 を 現場 閉所 する こと 。 
(2) 週休 2 日 相当 作業 日 数 内 の どの 4 週間 に お いて も 8 日 間 を 現場 閉所 する こと 。 
4 週休 2 日 を 実施 し た こと が 認め られ る 場合 は 、 間 接 工 事 費 等 を 補正 し 設計 変更 を 行う 
も の と する 。 

5 その 他 、 週 休 2 日 モデ ル 工 事 の 取扱 い は 、 
ジ を 参照 の こと 。 
























































Th 

































































試行 要領 に よる も の と し 、 下 記 ホ ー ム ペー 


https://www. pref. iwate. jp/sangyoukoyou/nouson/gi jutsujouhou/1008874. html 


(定め な き 事 項 ) 
第 29 条 この 仕様 書 に 定め の な い 事 項 又 は この 工事 の 施工 に 当り 疑義 が 生じ た 場合 に は 、 必要 に 
応じ て 監督 職員 と 協議 する も の と する 。 


な お 、 監 督 職 員 と 協議 を 行っ た 場合 、 別 に 定め る 様式 に て 、 工 事 打 合 息 を 作成 し 提出 し な け 
れ ば な ら な い 。 













































































別 紙 (第 13 条 関 係 ) 











東日本 大 震 災 津波 に 伴う 工事 契約 変更 の 特例 








(1) イン フレ スラ イド 
























































内 容 労務 賃金 等 の 変動 に 対し 、 請 負 代 金額 の 変更 を 請求 する こと が で き 
る 。 
ホー ムペ ー | https://www. pref. iwate. jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/ 
ジ URL 1017258/1010925. html 
請求 の 時 期 直近 の 労務 賃金 等 の 変更 日 か ら 完 成 工期 の 2 ヶ月 前 まで 












































(2) 


較 
Hn 
x 
Ni 
A 
= 








特定 の 建設 資材 (鋼材 類 、 燃 料 類 、 コ ンク リー ト 類 ) の 価格 変動 に 

対し 、 請 負 代 金額 の 変更 を 請求 する こと が で きる 。 

ホー ムペ ー | https://www. pref. iwate. jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekk 
ジ URL ei/1017258/1010927. html 

請求 の 時 期 直近 の 対象 資材 の 変更 日 か ら 完 成 工期 の 2 ヶ月 前 まで 


































































































(3) 単価 適用 年 月 の 変更 

労務 賃金 や 建設 資 機材 等 の 価格 変動 に 対し 、 積 算 書 の 単価 適用 年 月 

内 容 の 変更 に つい て 、 積 算 時 点 の 年 月 か ら 工 事 請 負 契 約 時 点 の 年 月 へ の 

変更 を 請求 する こと が で きる 。 

ホー ムペ ー | https://www. pref. iwate. jp/sangyoukoyou/nouson/gi jutsujouhou/1 
ジ URL 008879. html 

請求 の 時 期 当初 工事 請負 契約 締結 日 か ら 14 日 以内 








































































































































































































資材 調達 に 要する 輸送 費 の 計上 

不足 する 資材 を 遠隔 地 か ら 調 達せ ざる を 得 な い 場 合 に 、 そ れ に 要 す 

る 輸送 費 を 契約 変更 で 計上 する こと を 請求 する こと が で きる 。 

ホー ムペ ー | https://www. pref. iwate. jp/sangyoukoyou/nouson/gi jutsu jouhou/1 
ジ URL 008880. html 

請求 の 時 期 工事 施工 場所 に 対象 資材 を 搬入 する 7 日 前 まで 


(4) 遠隔 地 か ら の 建 


半 


































































































TT 




















(5) 労働 者 確保 


こ 要 する 追加 費用 に 対す る 当面 の 運用 

① 労働 者 確保 に 要する 追加 費用 に 対し て の 当面 の 運用 と し て 、 共通 

仮設 費 率 及び 現場 管理 費 率 に つい て 補正 を 行なっ て いる 。 

② 上 記 ① の 補正 で 算出 され た 追加 費用 を 超え る 場合 、 追加 費用 の 変 

更 を 請求 する こと が で きる 。 

ホー ムペ ー | https://www. pref. iwate. jp/sangyoukoyou/nouson/gi jutsujouhou/1 
ジ URL 008881. html 

実績 変更 対象 費用 と し て 実際 に 支払 っ た 全て の 領収 書 等 証明 資料 が 

整い 次 第 


































































































































































































































































































現場 代理 人 の 兼務 に 係る 特記 仕様 書 


mn 











(工事 名 : 経営 体育 成 基 盤 整 備 事業 荻 ノ 絆 地 


x 














第 21 号 工 事 ) 






























































旨 

工事 は 、 東日本 大 震 災 津波 に 伴う 現場 代理 人 の 兼務 に 関す る 取扱 い (平成 23 年 10 月 28 日 
付け 総務 第 177 号 。 以 下 「 兼 務 に 関す る 取扱 い 」 と いう 。) に 基づく 現場 代理 人 兼務 対象 工事 で 
あり 、 工 事 請負 契約 書 別 記 第 10 条 第 3 項 に 基づき 現場 代理 人 に つい て 工事 現場 に お ける 常駐 を 































































































皇 


日 に 

















tt 

















dn 


2 兼務 で きる 工事 

(1) 兼務 に 関す る 取扱 い 1 に 規定 する 工事 に つい て 、 本 工事 を 含む 2 件 の 工事 で 現場 代理 人 を 兼 

務 で きる も の と する 。 
な お 、 本 工事 が 低 入札 価格 調査 制度 に よる 調査 基準 価格 (制度 適用 価格 ) に 満た な い 価 格 を 
も っ て 契約 し た 場合 は 、 他 の 工事 と の 兼務 は 認め な いも の と する 。 

(2) 兼務 で きる の は 、 2 件 の 工事 場所 が 同一 の 振興 局 等 地区 の 場合 に 限る 。 

振興 局 等 地区 所 管 区 域 (市 町 村 ) 


































































































ul 


































































































県 南 広域 振興 局 本 局 | 奥州 市 金ケ崎 町 
花巻 地区 花巻 市 遠野 市 
北上 地区 北上 市 西 和 賀 町 
一 関 地 区 関 市 平泉 町 



































3 兼務 の 条件 
(1) 受注 者 は 現場 代理 人 を 兼務 させ る 各々 の 工事 の 連絡 員 を 定め 、 現 場代 理 人 が 作業 期間 
に 工事 現場 を 離れ る 場合 は 、 連 絡 員 を 工事 現場 に 常駐 させ 発注 者 と の 連絡 に 支障 を 生 
じ し じ させ な いこ と 。 


(2) 現場 代理 人 は 一 方 の 工事 に 偏る こと な く 、 適 切 に 工事 現場 の 運営 、 取 締り を 行う こと 。 


























In| 


























































































































4 手続 き 

(1) 受注 者 は 現場 代理 人 を 兼務 させ よう と する 場合 は 、「 現 場代 理 人 の 兼務 届 」 に 兼務 させ 
よう と する 他方 の 工事 の 位置 図 、 工 程 表 を 添付 し 発注 者 に 提出 する こと 。 

(2) 受注 者 は 施工 計画 書 の 作成 に 当たっ て は 、「 現 場代 理 人 の 兼務 届 」 の 内 容 を 緊急 時 連 
絡 系 統 図 等 に 反映 させ る ほか 、 そ の 他 の 項目 に つい て も 他 の 工事 と 兼務 する こと を 考慮 
し た 内 容 と する こと 。 
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音楽 排水 工 ( 自 動 埋設 型 


1 暗 深 排水 工事 の 構成 


(1 





本 仕様 書 に お 





ける 














暗 楽 工法 (モミ ガラ ) ) 














自動 埋設 


工 (本 暗 巣 ) 





に 埋設 する 工法 で ある こと 。 


(2) 


本 仕様 書 に お 


お ける 























| 助 暗 





民 と は 、 自 


水 材 の み を 埋設 する 工法 で ある こと 。 

















な お 、 構 








暗 楽 排水 工 























『 成 は 次 の と お り で ある こと 。 











と は 、 吸 水 近 

















動 埋 設 型 暗 楽 














2 施工 計画 


(1) 




















る 


(2) 現場 透水 試験 は 、 補 助 
計測 方 法 
な お 、 本 工事 の 計 沖 
の 
(3) 楽 


も 


画 毎 











この 工事 の 範囲 は 、 
線 計 画 な ど を 記 』 








毎 の 楽 
こと > 


の で あり 、 


nm 





9 
線 計画 


3 施工 及び 管理 基準 
(1) 施工 に 当たっ て は 


(2) 


て (平成 23 年 3 月 


水産 部 発行 ) 」 
を 





出来 ン 
| グ 肪 


























こつ いて は 、 


(以下 、 
E に 当たっ て は 











設計 図 























暗 社 





工 の 必要 性 や 湯 








gf 

















オー 一 法 で 
| 箇所 数 は 1 箇所 と し 、 

















本 購 楽 集 水 楽 


に 示す と お り で ある が 、 
上 し た 施工 計画 書 を 作成 し 、 





1 
































区 画 の 長 辺 方 向 に 平行 





計測 箇 


























線 間 隔 決定 の た め 


























特記 仕様 書 


の 排水 管 と 被覆 材 を 同時 


吸水 管 ( 有 孔 管 ) 
被覆 材 (モミ ガラ ) 
集 水 管 ・ 放 水管 ( 無 孔 管 














現地 踏査 及び 現場 透水 試験 の 上 、 区 
監督 職員 の 承諾 を 得 て か ら 工 事 着 手 す 




















冨 所 は 各 土 質 1 箇 








水生 





























に 必要 な 透水 係数 を 計測 する 
所 に つい て 実施 する こと 。 


計測 する 場所 は 監督 職員 と 協議 の うえ 、 決 定 す 


に る よう 








2 の 0 この 。 











ヽ 「 ほ 場 整 

















4 準 備 


(1) 表 ] 


(2) 


5 材 
(1) 
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備 事 業 標 


「 標 準 図 集 」 


「 


上 の 泥 洋 化 を 防止 する た め 








進 設 設計 回 























』 動 理 








設 型 暗 洲 及び 補助 較 





ョ 付 農 計 第 1024 









































施工 計画 ( に 基づき BB 


料 承 諾 




















現地 に 杭 等 で 県 





図 (最終 改訂 


















































号 農村 計画 課 総括 課長 通知 )」( 





に 浅 溝 を 掘り 地表 を 乾かす よう 


























職員 の 承諾 を 得る こと 。 
吸水 管 は 、」I SK6761 に 定め る 


① 























② 集 水 管 は 、J I S K6761 に 定め る 


③ 


の も の と する こと 。 








水 間 と 放水 管 の 継手 等 は 、」 I SK6741 に 定め る 品質 に 準ずる 硬質 塩 








主要 材料 の 規格 及び 品質 は 、 次 の と お り と し 、 


ロ 質 【 
品 軸 に 


ロ 質 【 
品 軸 に 
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位置 を 表示 し 、 監 督 職員 の 確認 を 得る こと 。 























E 前 に 使 


SE 








HH 


lm 


< 準ずる ポリ エチ レン 製 の 有 孔 管 と し 、 
の スリ ー プ 加工 製品 (ロー ル タ イ プ ) と する こと 。 
こ 準 ずる ポリ エチ レン 製 の 無 孔 管 と し 、 











平成 22 有 
と いう 。) を 参考 と する こと 。 


E 3 月 


























31 日 





FT - 左 
EE = 





























軍 の 出来 形 管 理 基 浴 の 制定 に つい 
に よる こと ど 。 





努め る こと 。 











材料 の 仕様 



































内 面 平滑 








ヒビ ニル 製 と する 


こと 
ーー O 





(2) 被覆 材 に 使用 する も み が ら は 、 人 入手 先 や 保管 方 法 等 に よっ て は 放射 性 セン ウム が 含ま れ て 





いる 可能 性 も 否定 で き な い こと か ら 、 次 の と お り 監 督 職 員 の 指示 に 従 う 












































① 被 杉 材 を 現場 に 搬入 する 前 に 、 被 覆 材 の 入手 先 (地域 ) や 保管 方 法 等 に つい て 監督 職員 





に 報告 する こと 。 
② 監督 職員 に 承諾 を 得 た 後 、 現 場 に 搬入 する こと 。 
③ な お 、 被 覆 材 の 放射 性 セン ウム 濃度 の 検査 を 行う 場合 が ある の で 、 
指示 に 従う こと 。 


















































6 吸水 深 
(1) 持 線 ご と に 下流 か ら 上 流 に 向かっ て 施工 する こと 。 
(2) 吸水 管 及び 被覆 材 は 、 水 平 に 埋設 する こと 。 

















9 
ーー O 











その 際 は 監督 職員 の 














(3) 被覆 材 は 、 十 分 に 乾燥 し た モミ ガラ を 使用 する こと と し 、 潮 底 か ら 所 定 の 高 さ まで 均一 に 


充填 する こと 。 
(4) 管理 擬 は 、 農 作業 機械 等 に よる 破損 が 生じ な い 位置 に 設置 する こと 。 


















































(5) 「 管 理 孔 取 付 工 」 で 計上 し て いる 吸水 栄 に つい て は 、 農 業 土木 工事 施工 管理 基準 に 基づき 











管理 する こと 。 


7 集 水 近 
(1) 吸水 朱 と の 接合 部 か ら 下 流 側 に 勾配 を 付け 施工 する こと 。 
(2) 掘削 及び 埋 戻し は 、 表 土 と 基盤 土 を 区 別して 施工 する こと 。 





















































(3) 埋 戻し は 、 管 の 浮上 移動 を 防止 する た め 速 や か に 行う と と も に 、 管 の 離脱 や つぶ れ 、 破 損 

















等 が 生じ な いよ う 貿 意 す る こと 。 



































(4) 放水 管 は 草刈 り 等 の 維持 管理 を 考慮 し 土 中 に 埋設 する も の と し 、 吐 出口 は 排水 路 の 側壁 か 























ら 突出 し て 通 水 断 面 を 阻害 する こと の な いよ うに 設置 する こと 。 





















































(5) 掘削 し た 溝 部 分 は 特に 入念 に 埋 戻し 土 羽 打ち を 行い 、 水 田 洪水 等 に よっ て 崩壊 し な いよ 


うに する こと 。 
























































(6) 水 開 は 水路 潮 畔 部 の 営農 に 支障 な く 管 理 も 容易 な 位置 に 設置 する も の と し 、 集 水管 と 同時 




















に 埋設 する こと 。 





























(7) 放水 管 吐出 口 の 位置 は 、 管 底 を 排水 路 底 より 最低 15cm 以上 、 上 側 に 設置 する こと が 望ま し 














い が 、 所 定 の 深 さ を 確保 で き な い 場合 に は 、 監 督 職員 と 協議 する こと 。 














8 補助 暗 楽 





使用 する 材料 は 十分 に 乾燥 し た モミ ガラ と し 、 溝 底 か ら 所 定 の 高 さ まで 均一 に 充填 する こ 


で 


9 田面 整地 仕上 及び 雑 物 処 理 
(1) 田面 の 整地 は 、 表 面 が 乾い た 後 、 ブ ルド ー ザ ー で 行う こと 。 












































(2) 施工 に あたっ て 発生 し た 石 秦 、 木 片 等 の 雑 物 は 、 ほ 場外 に 搬出 する こと 。 

















10 変 更 
(1) 設計 数 量 等 に つい て は 、 現 場 状 況 等 に より 変更 する 場合 が ある こと 。 



































(2) モミ ガラ の 収集 ・ 運 搬 に 使用 する 風袋 に つい て は 、 監 督 職員 と 協議 の うえ 、 処 分 費用 等 を 

















変更 追加 する こと が ある 。 
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11 その 他 


(1) 本 特記 仕様 書 及び 標準 図 
ら 。 

(2) 枝 管 、 曲 管 、 片 落 管 、 水 内 、 管 理 孔 等 の 接合 部 は 、 乾 燥 し た ウエ ス に より 汚れ を ふき 取り 

後 、 ポ リ 用 テー プ 等 に より 十分 接着 する こと 。 

(3) 重機 の 移動 な ど 施 工 以外 で も 星 溝 畔 等 を 損壊 し た 場合 に は 、 現 状 に 復旧 する こと 。 

(4) 施工 後 、 放 水管 吐出 口 か ら の 排水 状況 を 確認 する こと 。 























7 











に よる 施工 が 困難 と 判断 され る 場合 は 

















、 整 販 職 員 と 協議 する こ 
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電子 納品 特記 仕様 書 【 工 事 】 























































































































































































































































































































































































































































































































(適用 ) 
第 1 条 本 工事 は 、 電 子 納品 の 対象 工事 と する 。 
電子 納品 と は 、「 調 査 、 設計 、 工 事 な ど の 各 業 務 段 階 の 最終 成果 を 電子 成果 品 と し て 
納品 する こと 」 を いう 。 ここ で いう 電子 成果 品 と は 、 岩手 県 電子 納品 ガイ ドラ イン ( 以 
下 、「 岩 手 県 ガイ ドラ イン 」 と いう 。) 及び 国 が 策定 し て いる 電子 納品 要領 ・ 基 準 等 ( 以 
「 国 の 要領 等 」 と いう 。) に 基づい て 作成 し た 電子 デー タ を 指す 。 
(電子 納品 実施 区 分 ) 
第 2 条 本 工事 に お ける 電子 納品 の 実施 区 分 は 、 次 の と お り と する 。 
( 〇 ) 本 工事 は 、 電 子 納品 を 「 義 務 」 と し て 実施 する 。 
( ) 本 工事 は 、 電 子 納 品 の 実施 を 受 発 注 者 間 の 「 協 議 」 に より 決定 する 。 
(電子 納品 対象 書類 ) 
第 3 条 本 工事 に お いて 、 電 子 納品 対象 書類 を 「 義 務 」 又 は 「 協 議 」 と する 区 分 は 、 次 の と 
お り と する 。 
E 作成 者 
フォ ル ダ ー 類 名 革 注 受注 備考 
DRAWINGS 発注 図面 QO 
DRAWINGS/SPEC 特記 仕様 書 〇 
工事 打合せ 簿 、 出 来 形 内 管理 項目 一 覧 表 を 紙 
理 、 品 質 管理 等 納品 と する こと 
MEET/ORG 建設 材料 の 品質 記録 保存 へ 
ュ ン リー ト 構 造物 の 品質 確保 人 
PLAN/ORG 施工 計画 書 〇 
DRAWINGF 完成 図 〇 
本 3 が yz 外 版 を 紙 納品 
PHOTO/PIC 工事 写真 書 問 〇 と する こと 
PHOTO/DRA 参考 図 〇 
OTHARS/ORG その 他 の 資料 2 
※ 作成 者 欄 の 「 〇 」! は 義務 、! へ 」 は 協議 を 示す 。 
※ 上 記 以 外 の 書 類 に つい て は 、 受 発注 者 間 の 協議 に よっ て 決定 する 。 
※ 周 手 県 ガイ ドラ イン で 定め て いる も の の 他 に 、 電 子 納品 が 必要 な 書類 が ある 場合 は 、 























上 表 に 記載 する こと 。 
















































































































































































(成果 品 ) 
第 4 条 電子 成果 品 は 、 岩 手 県 ガイ ドラ イン 及び 国 の 要領 等 に 基づい て 作成 し 、 電 子 媒体 
(DVD-R) で 2 部 提出 する こと 。 

2 電子 成果 品 を 提出 する 際 は 、 電子 納品 チェ ッ ク シ ステ ム ・SXF ブラ ウザ 等 に よる 成果 
品 の チェ ッ ク を 行い 、 エ ラー が な いこ と を 確 訟 する と と も に 、 確 実に ウィ ルス チェ ッ 
ク を 実施 し た うえ で 提出 する こと 。 
3 電子 成果 品 を 提出 する 際 に は 、「 電 子 媒体 納品 書 」 を 作成 し 、 電 子 媒体 と 併せ て 提出 
まる: どら 
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電子 媒体 納品 書 【 工 事 


様 











度 
[【【 
癌 当 避 

















現場 代理 人 氏名 








下記 の と お り 電 子 媒体 を 納品 し ます 











































































































1 CORINS 登録 番号 
yr 規格 単位 | 数 量 MA 拓 
DR | RD 間 ii 

[備考 ] 




















中 





〇 電子 納品 チェ ッ ク シ ステ ム に よる チェ ッ ク 
・ 電 子 チ ェ ッ クシ ステ ム の バー ジョ ン : 
・ チ ェ ッ ク 実 施 年 月 日 : 令 和 _ 年 月 日 





























〇 DVD-R が 複数 と な る 場合 の それ ぞ れ の 内 容 
・1 グ OO の:ー 
・2 プ OO : 
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〇 DVD-R へ の 表記 例 





工事 番号 : O つ OOOOOO 枚数 / 全 枚数 
工事 名 称 : 令 和 OO 年 度 OOOOOOOO 工 事 


令 和 〇 年 〇 月 







発注 者 : 岩手 県 県 南 広域 振興 局 
受注 者 : へ 株 式 会 社 





ウィ ルス 対策 ソフ ト 名 :OOOO 

ウィ ルス 定義 :OOOO 年 〇 月 O 日 版 
チェ ッ ク 年 月 日 :O 〇 年 〇 月 〇 日 
フォ ー マ ッ ト 形 式 :ISO9660 し ペル 1) 
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事前 協議 チェ ッ ク シ ー ト [工事] 


1 協議 実施 日 等 








2 電子 納品 の 取扱 い 
(1 ) 電子 納品 対象 書類 


作成 者 
フォ ル ダ ー し 人 」 人 








PWR トー memーー トー 
DRAWINGSGSPEC 
MEET/ORG ーー Fi ーー トー hm 覧 表 を 紙 納品 する こと 
ーー 
トー 
A | 機 申 計 | | CME 
完成 区 O 











※1 建設 材料 の 品質 記録 保存 は 、 土 木工 事 共通 特記 仕様 書 第 8 編 1-1-41 に 示す も の の み 対 象 と する 
※2 コン クリ ー ト 構造 物 の 品質 確保 は 、 土 木工 事 共 通 特記 仕様 書 第 1 編 3-1-2 に 示す も の の み 対 象 と する 
※3 チェ ッ ク 欄 は 、 各 書類 を 「 電 子 デ ー タ 」 で 作成 する か 、「 紙 」 で 作成 する か を 記入 する こと 。 


3 施行 中 に お ける 情報 交換 の 手段 


ウィ ルス チェ ッ ク 、 セ キュ リティ ー パ ッ チ 適用 の 徹底 
※ チェ ッ ク 欄 は 、 該 当 す る 項目 に 「 〇 」 を 記入 する こと 


確認 内 容 
イ \ 報 交換 に 電子 メー ル を 利用 する 
電子 メー ル の トー 有志 
MI | 1 靖幸 大 抱 に 電子 メ ー ル を 利用 し な い 
還 還 還 間 E3 人 iC27G 
| | ラテ ァイル 容量 (1 通 当 り 2MB 以 下 ) 
子 メー 5 場合 
i EE CE ZT TT 
| | ログ の 保存 
_ 








4 電子 納品 デー タ の 作成 / 確 認 ソ フト 及び ファ イル 形式 の 確認 


確認 内 容 
「 書 ・ 7 Es Microsoft 社 Word2000 に 対応 し た ファ イル 形式 

| IMicrosoft 社 Excel2000 に 対応 し た ファ イル 形式 
| ISXE (sfe) 形式 
| IJPEG 形 式 〔 但 し 参考 図 は TIFF(G④ 形 式 で も 可 と する ] 
トト EE 

ジニ ーー で 、 使 用 する ファ イル J 
形式 J 
※ チェ ッ ク 欄 は 、 該 当 す る 項目 に 「 〇 」 を 記入 する こと 。 
※ CAD デ ー タ は 、SXF レベ ル 2 Ver2.0 に 対応 し た CAD ソ フト で 作成 する こと 。 な お 、 SXF(sfc) に 対応 で き な い 場合 
に つい て は 、 発 注 者 の 承諾 を 得 た 上 で SXF(p21) で 作成 し て も よい 。 
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5 国 の 要領 等 の 確認 


区 
$ 
RI 
H 
いこ 
N 


| "| | 1 1 
ni IMIUI 


人 EE 


農業 農村 整備 関係 


+ EE の 電 が 靖 品 要領 6 何人 





弄 等 の 電子 納品 要 休 








※ チェ ッ ク 欄 は 、 該 当 す る 項目 に 「 〇 」 を 記入 する こと 。 


6 施行 中 の デー タ 保 管 方 法 


E 
ー タ を 保管 する 機器 ーー いく 


デー タ の バッ クア ッ プ を 行う 機 
ッ プ を 行う 機 GB・MB) 


バッ クア ッ プ を 行う 時 期 a 是 ご と ち 」 
※ 対応 する 項目 の 確認 内 容 を 記入 し た 上 で 、 チ ェ ッ ク 欄 に 「 〇 」 を 記入 する こと 。 





7 その他 


確認 内 容 





※ 項目 及び 確認 内 容 に 必要 な 事項 を 記入 し た 上 で 、 チ ェ ッ ク 欄 に 「 〇 」 を 記入 する こと 。 
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